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介護現場をよくする管理職養成講座
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管理職が見るべき6領域

事業所評価／ラウンド
■介護現場をよくする管理職養成講座
シリーズⅠ 第２回

天晴れ介護サービス総合教育研究所 株式会社
代表取締役 榊原 宏昌
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■第1部 19:30〜21:00
zoomセミナー（参加者のお名前やお顔は出ません）
ご意見/ご感想/ご質問（チャット）に対しリアルタイムに応答
※「すべてのパネリスト」宛にチャットをお願いします

■第2部 21:00〜21:30
希望者による口頭でのご質問・ご相談・他の参加者との交流等
参加者のお名前やお顔は出ます（ビデオOFFは可能）

■事前に資料送付、セミナー後に「動画データ」と「資料」を送付します
※急用やネット環境不良等の場合は後日動画でご視聴下さい
※法人内のみのご活用にとどめて下さい

■動画＋資料は一般販売もさせて頂きます（以前のものもご視聴可能！）

ご受講にあたって
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講師プロフィール
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昭和52年、愛知県生まれ 介護福祉士、介護支援専門員
京都大学経済学部卒業後、特別養護老人ホームに介護職として勤務
社会福祉法人、医療法人にて、生活相談員、グループホーム、居宅ケアマネジャー、
有料老人ホーム、小規模多機能等の管理者、新規開設、法人本部の仕事に携わる
15年間の現場経験を経て、平成27年4月「介護現場をよくする研究・活動」を目的として独立

著書、雑誌連載多数。講演、コンサルティングは年間300回を超える
4児の父、趣味はクラシック音楽。ブログ、facebookは毎日更新中、日刊・週刊のメルマガ配信中
Zoomセミナー、動画講座も配信中。介護の読書会、介護現場をよくするｵﾝﾗｲﾝ・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ主催
天晴れ介護サービス総合教育研究所 https://www.appare-kaigo.com/ 「天晴れ介護」で検索

■HMS介護事業コンサルタント ■WJU介護事業運営コンサルタント
■ＣーＭＡＳ介護事業経営研究会スペシャリスト ■全国有料老人ホーム協会 研修委員
■日本福祉大学 社会福祉総合研修センター 兼任講師 ■一般社団法人 考える杖 理事
■稲沢市介護保険事業計画策定委員会、地域包括支援ｾﾝﾀｰ運営協議会、地域密着型ｻｰﾋﾞｽ運営委員会委員
■出版実績：日総研出版、中央法規出版、ナツメ社、メディカ出版、その他多数
■平成20年第21回ＧＥヘルスケア・エッセイ大賞にてアーリー・ヘルス賞を受賞
■榊原宏昌メールアドレス sakakibara1024@gmail.com
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介護現場をよくする研究・活動
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➢facebook、ブログ等を毎日更新、情報発信
➢メルマガ（日刊：介護の名言、週刊：介護現場をよくする研究＆活動通信）
➢以上の情報はHP（「天晴れ介護」で検索）よりどうぞ
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はじめに
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管理職になったら何をどうすればよいのか？
管理職は現場において、どこにポイントを置いて指導すればいいのか？
こうしたことを教わる機会は意外に少なかったりします。

また、管理職を教えていく側、
管理職の上司の側においても、
どういうふうに教えていけばよいか
困っていることが多いものです。

このセミナーシリーズでは、
管理職の方と管理職の上司の方に向けて
介護現場をよくするために管理職が身につけたい
考え方と具体策をお話します。

今回の第１回は序論ではありますが、
一番大切で、一番根本的な内容になると思います！



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

管理職養成講座

介護事業所の業務６領域
管理業務の視点と具体的なチェックポイント
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仕事とは？
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介護事業所の業務とは？
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１．環境
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➢整理・整頓・清潔・清掃
といった５S

➢生活の場の環境整備
（快適、生活感、季節感）

➢事故予防・感染症予防

➢自立支援・意欲向上

➢効率性（利用者に近づくために）
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「みんな違う」からスタート！
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➢みんな違うことをまず認識する

➢みんな違うからこそ、共通の基準が大切
違うからこそ「○○○○○」！

➢不適切ケアの基準

はなしあう
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２．接遇
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➢あいさつ、言葉遣い、身なり
表情、態度

➢あたたかくて感じのよい対応は
対人援助の基本

➢介護未経験であってもできる！

➢不適切ケアを明確にする
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２．接遇
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➢あいさつ、言葉遣い、身なり
表情、態度

➢あたたかくて感じのよい対応は
対人援助の基本

➢介護未経験であってもできる！

➢不適切ケアを明確にする
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３．生活の安定・安全
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➢健康管理、リスク管理、食事、入浴
排泄、生活援助全般

➢確実に行うことが求められ、
できて当たり前に思われる内容

➢とはいえ、きちんとやり切ることは
なかなか困難
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４．喜び・楽しみ
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➢親しい人とのかかわり
趣味、楽しみごと

➢よりその人らしい生活のため

➢生活習慣、個別のケア

➢充実感、満足感、達成感に
つながる内容
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５．家族・地域
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➢定期的かつ的確な情報提供
（面談、電話、お便り）

➢つい利用者本人のためだけに
なりがちだが、家族の満足も
大事なポイント

➢家族とともにケアする発想
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６．事業所の維持
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➢行政対応（実地指導対応含む）
➢防災
➢コスト意識
➢請求業務
➢広報活動
➢事業所の稼働維持（収支の安定）

→事業所がなければ利用者もスタッフも困る
大事な「場」を失う

→管理者から見ると、事業所は「○○○○」ものあずかり
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チームワークとは
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➢「○○○○」、「○○○○」、「○○○○」

➢機嫌よく仕事することは大事

➢しがらみ大事

➢すべての始まりは「おかしい」「いけない」「くやしい」
現場で感じることがないと何も始まらない
→この「差異」をどのように扱うか？
→扱いを誤るとチームワークは崩れる…
→扱いが上手だとチームワークはよくなる！

共通目標 役割分担 相互協力
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１人１人の資質
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管理職養成講座

事業所を評価し、改善する視点と手法
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気付きの３類型
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１．「〇〇」を得て、気づく

２．「〇〇」して、気づく

３．「〇〇」を出してから、気づく

知識

行動

成果
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事業所を評価する
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➢月１回、現場での面談

➢よくやっていること、
頑張っていることを見に行く姿勢

➢課題を共有して、
来月までの目標とする

➢管理職の育成、モニタリング
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立会職員はできれば複数名

評価者もできれば複数名

日付は重要！

当日勤務者も大切！勤務者によってケアの質は変わる？

いいことも悪いことも現場見ないと分からない／
いい取り組みは法人全体で共有／会う＞TEL＞メール／
一緒に考える／行動促す、ギリギリOK／事業所の課題とする

事業所評価
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環境は行ってみれば分かる！

生活感≠病院という視点、生活感≠雑然

季節感、12月に七夕…、花は誰がやってるの？さあ…

清掃、人の汚れは気になるものです

居室も重要！うちのおばあちゃん大事にされている！
事務所こそ散らかっている…

事業所評価（環境）
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山口健太郎、三浦研、石井敏 編著「小規模多機能ホーム読本」（ミネルヴァ書房）より

事業所評価（環境）
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山口健太郎、三浦研、石井敏 編著「小規模多機能ホーム読本」（ミネルヴァ書房）より
25

事業所評価（環境）
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事業所評価（環境）

山口健太郎、三浦研、石井敏 編著「小規模多機能ホーム読本」（ミネルヴァ書房）より
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山口健太郎、三浦研、石井敏 編著「小規模多機能ホーム読本」（ミネルヴァ書房）より

事業所評価（環境）
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事業所評価（環境）
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事業所評価（環境）

29



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

事業所評価（環境）
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事業所評価（環境）
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事業所評価（環境）
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事業所評価（環境）
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あいさつ、まず感じがよいかどうか、会釈だけでも

せめて「です・ます」

身だしなみはルール化が重要、靴は意外なほど汚い…

表情・態度も見た感じを共有するところから始める

電話、GH20か所の例

事業所評価（接遇）
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食事：声かけ、残した場合、温かさ、姿勢、食事形態、自立、一緒に

排泄：トイレ、尿意、便秘対応、自立、パターン記録、オムツの使用

入浴：頻度、所要時間、時間帯、機械浴の適用、自立、拒否の対応

健康管理：バイタル測定、報告、服薬管理

事故：報告書見る、目的は何ですか？

記録：まずは書けているか？質はその後

事業所評価（生活の安定・安全）
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日常と非日常のレク、両方大切！

抽象的だが、雰囲気は大切！

受け身にしていないか、できるところを探っているか？
環境整備とも連動

機能訓練を計画的に行っているか？廃用の意識はあるか？

上記自立支援、機能訓練に欠かせないアセスメントは
充実しているか？

事業所評価（喜び・楽しみ）
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おたより：見る、写真の使い方、家族からのコメントなど

面談：どのように行っているか？、家族から教えてもらう視点

サ担：議事録などを見る、具体的に聞く、多職種の意味

地域交流：町内会、出向いているか？

事業所行事：利用者、家族、地域の関わりはどうか？

事業所評価（家族・地域）
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目標の稼働と介護報酬の確認、できれば利益も分かるとよい

例え定員いっぱいでも月に1回は挨拶、など

防災：マニュアル、研修、訓練、備蓄など

請求：確実にできているか？ファイリングは？

勤務表：いつ出す？希望休？公平？有給、休憩、残業は？
不満になりやすい

事業所評価（事業所の維持）
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会議：そもそも実施できている？会議は多すぎないか？出席は？

議題はみんなから出ているか？全員参加型にしているか？

個人面談は計画的に行っているか？

連絡ノート：見る、誰が書いているか？全員読んでいるか？

チーム内の役割、担当は明確か？機能しているか？

事業所評価（事業所の維持）
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具体的な数字で把握

気付き：まずは「どう？」と聞く

準備：レク、会議、日々

委員会：組織横断の取り組みについて参加意識はあるか？

ルール、提出物 → 風土、習慣が大切！

事業所評価（スタッフの資質）

40



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

2回目以降であれば、前回の目標の達成度を見る

この用紙は一部コピーをとって、原本を事業所に貼り出す。
一部は理事長へ、などとする。

事業所としての成長の証が残っていく。マンネリ化を防ぐ

事業所評価（結果）
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➢マネジメントの要は「○○○○」
→決められたことを確実に実施し、

継続的に改善するシステム、プロセス

➢「○」まで「○」する
→振り返ると知恵になる。やりっ放しにしない。垂れ流しにしない。
→組織で共有すれば財産になる

➢「○○○」始めて、「○○」回すのがコツ
→

➢マネジメントの語源は「〇〇〇〇」
→

PDCA

C P

小さく 速く

速く回す→回数増える→上手になる！（質より量）

やりくり

手持ちのもので何とかする、最良の結果を出す

マネジメントの要点
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困った時が学ぶ時！

➢困難が介護観を深くする！

➢困った時に学ぶ、しっかり学ぶ
次に同じようなことが起きた時に対処できるように

➢ただし、難しいことはいつでも難しい
誰にとっても難しい、ということはある
簡単でないことは当たり前、という認識
だからこそ、難しさとどう付き合うか、向き合うか、
それがリーダー、管理運営に必要な姿勢

困った時が学ぶ時
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介護職基本姿勢10則
1. 相手を変えようとしない。まず自分が変わる。
2. 相手を信じる。
3. 相手の行動をむやみに制限しない。

制限しないで目的を達する方法を考える。
4. 相手の近くに。相手と共にある存在になる。
5. 自らの仕事の目的と効果、

相手にとっての意味を考える。
6. 食事、入浴、排泄、睡眠といった、

基本的な生活行為を大切に考える。
7. 自身の考え方、行動、態度を厳しく見つめ直し、改善に努める。
8. 自立した介護職を目指す。お互いの仕事を尊重する。
9. 理想像を描き、目標を立て、達成に向けての計画的な仕事を

する。
10. 素敵な介護職は素敵な人。人としての自分を磨く。

介護職基本姿勢10則

44
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よのなかルールブックよのなかルールブック
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よのなかルールブック
ルール１ いいことを言うよりも、よい行動をとる。
ルール２ すぐに「きらい」「苦手」と言って自分の世界をせばめない。
ルール３ 「なぜだろう」と考える習慣を、身につける。
ルール４ 「失敗」を「失敗」のままにしない。「経験」にする。
ルール７ すてきな人に出会えるように、自分も「すてきな人」になる。
ルール１０ 自分の時間と同じように他人の時間も大切にする。
ルール１１ 話を聞くときは、ことばではなく相手の心にこそ耳をすます。
ルール１２ 自分のことばで話せる人になる。
ルール１３ ひとつのことでいいから最後までやりとげる。
ルール１４ 努力が報われるとはかぎらない。それでも、努力しつづける。
ルール１５ 「一生懸命」をバカにする人にはふりまわされない。
ルール１７ まちがってもいいから、自分なりの答えを出す。
ルール１８ ことばに厳しく。
ルール１９ 知識はどんどん使って自分のものにする。
ルール２０ 知らないまま、わからないままにしない。
ルール２１ いいものにたくさんふれて「感じる心」をみがく。
ルール２２ 強いからだをつくる。
ルール２４ ちいさな変化や成⻑を、大切に積み重ねる。

よのなかルールブック
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よのなかルールブック

ルール２６ 身近な人にこそ、ていねいな態度を。
ルール２７ 「わかってもらえない」とは言わない。
ルール２９ まず努力すること。努力が結果につながり、結果が自信をうむ。
ルール３０ 他人を批判したくなったら、「自分はどうなんだ」と考えてみる。
ルール３１ 自分とはちがう意見にも素直に耳をかたむける。
ルール３２ 「自分はひとりで生きられる」なんてかんちがいしない。
ルール３３ 「ありがとう」を口ぐせに。
ルール３５ 親にカンペキを求めすぎない。
ルール３７ 「何に悩んでいるか」をことばにする。
ルール３８ 「後悔」はしない。でも「反省」はしっかりする。
ルール４１ 合わない人がいるのは「よのなかの当たり前」だと知る。
ルール４２ 最低限のお金は必要だと知る。
ルール４４ しかられることにくじけない。
ルール４５ 変わることを恐れない。
ルール４７ ひとりの時間をつくる。
ルール４８ 自分自身を研究してみる。
ルール４９ まず自分が幸せになって、それから人を幸せにする。

よのなかルールブック
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講演・コンサルティング実績と主なテーマ
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著書・雑誌連載
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天晴れ介護サービス総合教育研究所
6月のオンライン企画（詳細はHPより）

50

➢6月1日：管理職向けzoomセミナー（第1回）
➢6月8日：facebookライブ（zoomセミナー＆facebook活用進化論）
➢6月13日：ケアマネジャー向けzoomセミナー（第2回）
➢6月13日：zoomによる無料相談会（お一人様30分程度）満席！
➢6月15日：facebookライブ（職場をよくする対話型リーダーシップ実践会）
➢6月16日：管理職向けzoomセミナー（第2回）
➢6月17日：無料zoomセミナー

『ウィズコロナ時代の「人」とともに成⻑する介護事業セミナー』
〜利用者・家族・職員・地域から選ばれるために〜

➢6月22日：zoomによる法令勉強会（小規模多機能編）
➢6月23日：事業経営実践塾（第2回）
➢6月29日：facebookライブ（マンスリー・ジャーナル6月号）
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➢7月11日（土）
10：00〜12：00 小規模多機能zoomセミナー（第1回）
12：30〜13：00 facebookライブ（継続のチカラについて）
19：30〜21：30 ケアマネジャー向けzoomセミナー（第3回）

➢7月23日（木）
10：00〜16：00 zoomによる無料相談会（お一人様30分）5枠あります！
21：00〜22：00 facebookライブ（6月のzoomセミナーダイジェスト）
※職場をよくする対話型リーダーシップ実践会限定

➢7月25日（土）
10：00〜12：00 管理職向けzoomセミナー（第3回）
12：30〜13：00 facebookライブ（マンスリー・ジャーナル7月号）
19：30〜21：30 法定研修シリーズzoomセミナー（第1回）

➢7月28日（火）
13：30〜18：00 事業経営実践塾（第3回）
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